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まえカミき

近年のリハビリテーνョンの普及に呼応して.障害の除去やリハピリテーνョンがなされてい

く人々も増加する一面，長期間，施設に於る完全介護に近い援護を必要とする人々も増加し，施

設人所待ちをしているという現象も目立っている。ところが現行法によれば，ケアーのニードも

リハピリテーνヲン施設で受けとめねばならない状態になっており，事実ζ のニードに良心的に

応えようとする施設では，自ら法定人員外の介護員を雇用して，重度身体障害者更生施設の中l乙

完全なる介護を必要とする重度者を入所させはじめている。つまり，現行の法定介護員数の規定

によれば，対象者，介護員の比は 50人以下で 4名 51-75人で 7名; 76人以上で9名とさ

れており，最重度の介護における職員対入所者の割合は，現在では凡そ 1対 8-10人というこ

とになる。しかし事実上人の介護者で 10人に近い人々の世話を終日することは困難であり，

施設は自力でこの人員不足を補わざるをえない状態になっている。だから 1臼の生活時閣の中で，

生活活動の殆んどが介護されなければならないような対象者の無限定な入所は，いくら社会的ニ

ードが高いとはいえ，現存のリハビリテー乙/ョン志向の施設では限界をもつものであるというこ

とができょう。

リハビリテーνョン施設は，次第に整備の方向があらわれてきたが，この社会の中には成人と

なョてもそもそも介護を必要とする重度者はいるのであるから，それを真向うから受けとめるケ

ア志向の施設づくりを法的にも整えることは，重度者の社会的ニードを汲みとるべき社会の急務

ではなからうか。

重度者の生活福祉は，必ずしも一般生産社会への参加を前提とした社会復帰が唯一の「かたち」

とは限らない。したがって，現行法の中でリハビリテ-i/ョンにアクセントをおいて介設する施

設サーグィス(重度身体障害者更生施設)よりは，生活介護にアクセントをおいたケアのための

施設(重度身体障害者療護施設)づくりも当然考えられていいのではないかの重度者のためのク

ア施設をつくり出していくとすれば，どのような人員配置がなされるべきか? これがその聞い

に対応すべき調査の必要性であった。ケア志向施設が実施されるとすれば，その職員の適正な配

置基準への指針は.対象者・介護員・管理者の{則から提示される問題の分析を通じて出されなけ

ればならない。そのために私たちは，研究員も学生もこぞって.ひと夏をこの課題lζ取り組んで

みた。

筆者にとって，研究心あふれる同僚や学生諸姉が歩みを共にして下さョたことは，幸なことで

あった。



研究の途上，各地の施設を訪れ，施設職員の方々と生活を共Iこし.施設入所者の皆きん方とも

人間と 人間とのふれ合いを持つことによって，研究員 ・学生自らが教えられ淫発させられたこと

は，何ものにもかえがたい収獲であった。ことに，施設調査にあたョては，下記の各施設長の方

や々， その良き協力者の方々のご配慮とご協力に，心から御礼宮市し上げる次第である。

天竜厚生会 山村三郎殿

菅原国 今井富蔵殿

光道関 中道益平殿

最後に，私たち一向にこの研究の機会を呼びかけて下さった厚生省社会局更生課の角田耕一課

長を始め， 塩崎氏，~口氏，並びl乙静岡県民生部社会課の中村参事，柴氏i乙心から御礼を申し上

げる次第であるの

昭和 47年 5月

目白の研究室にて

小島蓉子
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調査の概要

1. 調査目的

本調査は，重度身体障害者更生施設の対象者層が年々重度化の傾向を見，本施設の性格がリハ

ビリ テーν ョンに~ることをたてまえとするにもかかわらず現実の姿は療護対象者で占められ，

在所期限の 5カ年という目やすを立てること自体，対象者のニードと矛盾するという事態を引き

おこしてきた。精薄者施設に入所するには不適当な重度の身体障害者は，今や桓久的な療護のた

めの生活施設を必要とするに至った。このニードに対応して，新たに「療護施設」を新設するた

めにはどうしても，対象者数に見合う寮母の人員配置の目やすが立てられなければならない。そ

こで，従来の身体障害者更生施設の中で重度者を直接介護じている職員のタイムスタディーをし，

「療護施設」職員の適正配置基準の推定を行うことを，調査の目的とした。

2. 調査対象

わが国は. 20の重度身体障害者更生援護施設があるが，その中でも代表的と思われる静岡，

奈良，福井の各県より療護の対象となる入所者を現l乙多〈収容している次の施設において介護に

あたっている職員(主に寮母)を調査の対象とした。

3. 調査期間

県名， 施設名 経営主体 入所定員 :入所定員 調査の期間

静岡県 厚 生 寮 社会福祉法人天竜厚生会 100人 . 106人 46年 7月22日-28日

奈良県 県立菅原国 社会福祉法人大倭安宿苑 30 2'5 fI 7月25日-31日

福井県 光道題ローンホーム 社会福祉法人光道国 35 35 fI 7月25日-31日

4. 調査主体

厚生省の委託により，日本女子大学・文学部・社会福祉学科・助教授，小島蓉子が中心となっ

て調査研究を行なョた。

スタッフのメンパーは，次の通りである。
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主任研究員 日本女子大学助教授

研究 員 東京 YWCA学院社会福祉科

日本女子大学社会福祉学科

調査員 臼本女子大学及び東京 YWCA学院

小島蓉子

中 村 紀 子

滝 和 子

社会福祉学科学生 12名

5. 調査方法

(1) 付録 1r作業量調査表」に より ，調査員が施設職員を追跡し記入する他計方式，及び職員

自身が記入する 自計方式を併用し，連続 7日間の作業量を標本と して調査を実施した。

(2) 参考資料として，付録 ir健康認識調査」により，研究員が施設職員に面接し，質問のう

え記入した。

6. 経過報告

日 付 事 項 場 所

5月11日欣) 厚生省より， 重度身体障害者更生施設内の寮母.指導員

の作業量調査の依頼について連絡を受ける。

6月 1日ω 小島，厚生省に赴き，介護量調査 (以下，調査という〉 厚 生 省

3 OOp'm- のための打ち合せを行う。

8日ω きがみ緑風国職員 と，調査項目設定につき討議ら 日女大
5 OOp 'm-

1 2日ω 第 1回，調査項目設定についての打ち合せ会 厚 生 省
2 00 p'm 

29日ω 第 2回，調査項目設定についての打ち合せ会 11 

3 : 00- 「調査表」及び 「調査項目の手引 き」 の原案作成，印
5:00p"m 

闘に入れる

7月 6日ω 調査協力学生に対するコオ リエンテーνョン 日女大

5 30- 出席者 :主任研究員 ・研究員 2名及び日女大学生 8人，

8 OOp'm YWCA学院学生 4人 (以下調査員 とする。 )

9日働 ① 研 究 員，調査員日程表，② 名簿 " 
1 3日かく) ③ 調査依頼状 ④ 予算の作成

1 . . . .____1~ 醐 調査表校正

1 6日在住) 集計方法についての打ち合せ 厚生省
I 1 0 : 30 ....... 11 : 30 a m 
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日 付 事 項 場 所ー

1 9臼伺) 研究員間で出発前の準備及び健康認識調査実施上の打

2 4opom ち合せ。

調査表印刷受取る

21 B制 研究邑及び学生・静岡県庁ロビー集合

10 30aom 打ち合せ会

出席:静岡県庁(2名).厚生省(2名).天竜厚

生会(2名)研究員(玉名).学生(6名)

日程について，調査目的の説明

天竜厚生会についての説明

4 30pom 県庁より マイクロパスl乙て天竜厚生会l乙到着。即刻調 、

査実施のため，施設職員との打ち合せ会を持つ。

Y月22目的 他計方式iとより調査実施

23白幽 研究員は，個人面接方式により 健康認識調査を実施。

24日ω 施設職員と，研究員・ 調査員で現地調査終了後の検討

8 30- 会を行う。終了後，奈良 ・福井への 2調査班l乙分れて，

9 30a om 
天竜厚生会を出発。

第 1瑳

5 : oOpom 奈良県立菅原園に到着

7 : 00- 県庁職員 ・施設職員(1 4名)・研究員・調査員との

8: 30pom 
調査主旨の説明及び打ち合せ会

第 2班

7 oOpom 福井県の社会福祉法人光道園に到着

7 00-
県庁職員 ・施設職員 (1 3名)研究員 ・調査員との打10 3opom 

ち合せ会 打ち合せ後，施設内見学

25日(日) 研究員は第1・2班とも個人面接方式により健康認識

26白白)
調査を実施。第 1斑は自計方式.第 2班は他計方式に

より調査を実施。第2斑は，昼食後職員との協議会を

もつ。

27日w 第1瑳は反省会の後.第 2斑は業務終了後，施設の見

送りを受けて解散
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L日時

31日伯

I 8月 4酬

9日伺)

9月 1目的

3臼幽

A目白

9 OOa ・m
t 

5 OOp.m 

1 3日伺)

1 4日ω
20日伺)

9月 21日ω
9月22臼的

1σ月 1日働 ・

1 0月 4日伺)

7日榊

1 0月末日

1 1月1日~

1 1月末日

1 2月 1日的

1 2月 1臼的

1月31日伺)

昭和 47年 5月

事 項

調査終了に伴う事務処理

5施設より研究員宅へ記入済調査表届く

記入された調査表の点検，補完を研究員が行ない，項

自の整理と調整をし，調査員に発送

統一された基準で施設別・項目別・職種別の集計を行

なうため，記入集計基硲表を準備作成するの

全員(研究員及び調査員)集会して，各施設別調査時

状況報告後，施設別小集計にとりかかる今

① 集計基礎表に数字を入れる。

@図表作成 職種別 1日1入当りの仕事量

項目別 1週間入所者 1人当りの仕

項目別 1日職員 1人当りの仕事量

調査員①②について各施設別に小集計の表をまとめて

研究員に提出

研究員は提出された施設5.llJtJ、集計の点検及び統合

健康認識調査の集計基礎表版作業量施翻批機器械

健康認識調査集計

日女大

日 女 大

ゼミ室

日女大

日女大

日女大

研究員叫り点検され・まとめの段階回った集計結! 日女大

果の諸図表を中心として，厚生省職員，研究員との検

討会を行なう。

中間報告書作成の打合せ(箆口氏・小島) 日女大

中間報告の完成

研究員・中間報告の吟味と最終報告作成への準備

静岡県庁職員の柴氏来訪 日 女 大

最終報告書報筆

報告書完成
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日対象施設の概況

1. 日本の重度身体障害者更生施設

『社会福祉六法』によれば，重度身体障害者更生援護施設とは次のように規定されている重度

者のための，リハビリテーνョン施設である。

重度身体障害者更生援護施設設置運営要綱

1 設置の目的

重度身体障害者更生援護施設は，重度の身体障害者を収容し， その更生に必要な治療及び

訓練を行なうものであること。

2 設置主体

都道府県及び指定都市とすること

5 入所対象者

入所者は.身体障害者更生援護施設基準(以下「施設基準Jという。)に該当する者で，

次の要件を充すものを主たる対象とすること

職業的更生はl週難であるが，少なくとも，自助動作の機能が回復する可能性があると判定

される者であること。

4 収容定員

施設の収容定員は 50名以上とすること。

5 入所期間

入所期聞は，おおむね 5年以内とし，入所者各人に対する指導計画によョて適宜決定する

ものであること。

6 入所者の処遇

入所者の処遇にあたっては，施設基準(r職業的更生」の部分を除く。)，乙準じて取扱う

ものであるが，重度の身体障害者の特性にかんがみ，次の点に留意すること。

なお，いわゆる職業的更生についても .入所者各人の特性及び必要に応じ，施設基準のう

ち「職業的更生」の趣旨に沿ョて指導を行なうことは差し支えないこと。

(1) 2次的変形をまねくことのないよう，その予防措置につとめるとともに，各人の残存機

能を最大限に育成助長するための訓線をしなければならないこと。

(2) 義肢装具の装用とともに各人の必要に応じた自助用具等を積極的に使用させ，自力によ
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る日常生活が可能になるよう指導すること。

(3) 常時就床している者に対しても効果的な各種療法を実施すること。

(4) 入所者は障害l乙起因する社会的，心理的不適応の傾向が著しく.また行動範囲も極め℃

制限される結果.自閉的，かつ消極的になりがちであるので，更生の動機づけについては

十分配慮されなければならないことr

(5) 肢体不自由とそれ以外の重度障害を有する重複障害者i乙対しては，その障害の種類I乙応

じ，必要な指導を行なうこと。

7 立地条件並びに建物の規模，構造及び設備

立地条件並びに建物の規模，構造及び設備については，施設基準に準ずるほか，次の各号

l乙よること。

(1) 施設の構造設備は，重度の身体障害者の特性l乙合致するよう工夫され，特iζ身の廻りの

用を足すために便利なものとしなければならないこと。

(2) 建物の構造は，平家建の場合であっても耐火構造としなければならないこと。

(3) 教養娯楽にあてるための集会室を必置とすること。

(4) 居室については. 1人当りの効商積 6.6nf0.上えし，寝具は原則としてぺ y ト式とする

」と。

(5) 入所者が使用する廊下の昭島は 2.2m以上とすること。

8 職 員

9 

(1) 施設の職員は施設基準(r職能判定員J及び「職業指導員Jを除く。)によるほか，次

の職員をおかなければならないこと。ただし，医師は専任とすること。

保健婦(看護婦でもよい。) 2 栄養士 5 介護員

(2) 職員数は，収容定員 100名として，次によること。

施 設 長 1名 作業療法指導員 2名

事 務. 員， 2名 保 健 婦 5名

生活 指導員 4名 栄 養 士 1名

医 師 1名 介 護 員 5名

心頭 判定自名 雇 用 人 4名

運動療法指導員 2名 計 28名

管理規定及び帳簿

管理規定及び帳簿は，施設基準によること。
向4 古~...- ~ a』 『-thア 4デ￥『ー

ι 

『苛晶、-叫~ :T'''''曹司-ー-、-日岨ナ- ー司
福祉六法より抜粋
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リハピリテーνョン施設としての重度吏生施設は. 1 971年現在20ク所ある とされているが，

この中から重度者のリハビリテーνョンよりはむしろ療護に重点を置く療護施設が，更生施設を

母体として派生して来るものと考えられる。

重度身体障害者更生援護施設

施設の名称 所在地|‘ 電話番号 訓練科目

北海道立重度身体障害者 !美唄市茶志内 187I 0122活 2822 
更生指導所

印刻，木彫，洋裁，謄写筆耕，
編物，和裁，ホームスパシ

北海道リハビリテー乙/ヲ
シセジター

緑成ハイム

宮城県拓杏圏

茨城県リハビリテーνョ
ンセンター

関木県民家更生園

東京都府中療育センター

神奈川県立さがみ緑風園

重度神奈川後保護施設

福井県美山荘

社会福祉法人光道閤ライ
ブトレ一三二ングセンター

長野県身体障害者福祉
センター

厚生 寮

愛知県重度身体障害者セ
ンター希全寮

奈良県立菅原歯

琴の浦リハビリテーνョ
ンセンター

岡山県立岡南荘

広島県立あけぼの寮

国立伊東重度障害者
センタ一

国立別府重度障害者
センター

白老郡白老町字竹
j磁133

岩見沢市緑ガ丘
249 

仙台市南小泉
4-3-1 

西茨城郡友部町
6528の2

01.1485 2611 機能回復訓練

機能回復訓練
01262 (3) 11111機能回復訓練

0222 (86) 3222 1機能回復訓練として洋裁編物.
音楽絵画

02967 (7) 0626 1理学療法，日常生活動作訓練

塩谷郡氏家町大字 10286 (82) 3131 1 機能訓練，作業療法，理学療法，
押上言語療法，学習指導

府中市武蔵台
2-9-2 

相模原市高根
1 - 5-36 

横須賀市吉倉 1丁
回線番地

足羽郡美山町市波
54号 25番地

福井県鯖江市石田
上町 21

長野市大字下駒沢
績丁 563

天竜市渡ク島
217-3 

奈良市中町

和歌山市毛見馬瀬
1451 - 2 

岡山市田中 576

0425 (72)11011 PT. OT. ST 

0427 (52) 9日1I 機能回復訓練 (PTOTACL)
言語療法

0468 (22) 2824 I電気，印刷，洋裁，和裁，編物
写真

(077976) 115 1綴能回復訓練，臼常生活訓練

6778 (62) 1234 I機能回復訓練，生活指導

0262 (26)日531洋服，編物，和裁，タイプ，時計
|テレビラジコt.義肢

05992 (5) 6231 I機能回復訓練

0532 (03) 0062 1機能回復訓練，洋裁，和裁，手芸
タイプ，筆耕，時計，編物

0742 (44) 1810 I運動訓練，理学療法

0734 (44) 3141 I .理学療法，作業療法

0862 (Ll1) 3334 木工，金工， 工，彫刻，ラジオ
園芸，事務，製図，手芸編物

広島県賀茂郡西条 I08242 (2) 2218 
町田口 314

木工，金工.石工，彫刻，陶器
手芸，あみもの，洋和裁

伊東市鎌田 222 I 0557 (37) 1308 

別府市装園町 4組 I0977 (2) 0181 

-11-

印刷，電機，時計，筆耕，和裁
洋裁，靴，手芸，編物

ラジオ，時計，洋裁，編!OJ.紙箱



2 調査対象施設の現況

将来の療護施設の母胎とも云える更生施設の営みを明らかにし，その中でいかなる療謹が行な

われているかを見るために，調査研究員は各絡設毎の概要を把握することから始めた。

昭和 46年 7月現在

ぐ A>

施設 名 厚生寮 1所在地 | 静岡県天竜市渡ク島 217の5

45・6・1
設置主体

社会福祉法人

天竜厚生会 主 天竜厚生会 ※ 指 定 年 耳 目 昭 45・6・1

収容定員 100人 現員
易立人女47"人

敷 地 8250 m2 

計 106人 建物の 鉄筋コシク Pー ト

建

ー吋

建 物 収容定員 1 人~ 待造 平家建
坪 2，640 m' 

延面積
2m' 

建物延面積
26 m2 

「厚生寮」は，昭和 45年 6月，県およ び隣接市町村の補助金により社会福祉法人天竜厚生会

が設置 したものであるの当初定自25名で開設されたが，その後 2度の増築により昭和 46年 6

月定員 100名に歪ョた。当厚生会は，昭和 25年結核患者のアフタータアー施設として出発し，

以来 20年にわたり，特に重度の障害者の総合施設として拡大してきた。今日では，同敷地内に

対象施設の外，特別養護老人ホーム，重度精薄児施設，重度精薄者更生施設，救護施設があり ，

富士宮市に特別養護老人ホーム.法北市l乙保育鼠 3を開設し，その規模は，収容者 750名， 職

員200名を数えるに至っている。上記の施設運営を円滑にするため総会事務所，診療所，厨房，

洗濯場，養豚場，職員宿舎を備え，今後に更に事業拡大発展の途上にある。

本施設の特徴をあげると

1. 総合管理の体制が出来ている為.織穫別仕事内容の分化.合理化がされている。

2. 憐接地iこ，医療機関と して国立療養所を控え， 緊急事態にそなえられる。

3. 当地は，京浜工業地帯の延長上の地点であることから.専門職種以外の従事者 (寮母，雇用

人et c. )は，不況，倒産の波をかぶって流れて きた女子中高年令層労働力としての 30--

50代主婦が，施設に定着してきている。

など，があげられる。
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日課

5 00 

6 00 

8 : 00 

8 30 

8 LI 5 

9 : 00 

1 0 : 00 

1 1 00 

11 30 

1 2 : 00 

1 3 00 

起床合図及び介助 着がえ，はみがき， 洗面

食事指導 食膳かたずけ 投薬 排准

夜勤記録記載

点呼，ラジオ体操

朝打合せ会

作業(廊下 ・便所 )等

入浴介助，寝風邑介助， レクリェ ー乙ノョン (土曜日 )

職員休憩(1 5分)

食事指導.食膳かたずけ.投薬

排池指導

戦員食事

機能訓練 入浴

寝風呂 …… 歩行訓練

作業

1 4 50 作業かたずけ

1 5 : 00 休息余畷指導 休息(1 5分)

1 6 00 食事指導 介助

16 30 排世指導 介助

1 7 00 余暇指導，就寝準備

21 00 消灯

<B> 

施設 名

46・1・1

鉄筋コンクリ ー

ト造

平家建

ziv
 



「菅原閣」は，昭和 46年1月.設置主体奈良県，経営主体社会福祉法人大倭安積苑により設

置された。法人は，その他救護施設.特別養護老人ホームを経営している。これらの施設を囲む

一帯は，大倭教団の宗教活動である共同社会が営まれ，施設に働く人々の過半数は教団長である。

「菅原因」開設直後.昭和 46年 2--3月職員の過労により入所者への介護に欠ける状況が生

じた。そのため，県に人員増加を申し入れ現在県負担2名，救護施設税局 1名をこれにあて運営

している。

開設後半年で調査を行なョたので，入所定員l乙充たない状態であり，現在12名の施設職員が

;最重度者25名の援護に当，ている。しかし将来は，臓員数はこのままで，対象者の側のみ定員

の50名l乙増加されることとなり，現在よりは凡そ 2倍の労働量が，近き将来l乙予側きれている。

日 課

5 : 00 排脳ト助

6 : 30 配膳

7:00-8:00 朝食(居室)

8 : 30 夜勤者より引き継ぎ

8 : 40 施設内掃除

排世介助・おむつ交換

9:10-1120 機能訓練

9 : 40 洗濯及び入浴準備

11 : 20 昼食

12 1 0 誹現世介助

12 : 50 職員の昼食及び休憩

13: 30-15: 00 機能訓練

13: 00-15: 30 入浴

15 : 30 洗濯物整理

16 : 00 排骨量介助

1 7 : 00 夕食

18 : 00 夜勤者への引き継ぎ

1 8 : 1 0 職員の夕食

19 : 00 収容者との話し合い

20 : 30 排世介助

22 : 00 生活記録の整理
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<C> 

!所在地|福井県鯖江市石田上町 21i社会福祉 法人 ¥fJT1Ii1h¥ 
光道圏ライフトレーニングセンター 1 "'--1 

設 置|社会福祉法人 |経営|社会得祉法人 |事業開始年月日 |昭 45・4・1

主一体 |光 道関 |主体| 光道園 |※指定年月日|昭 45・4・1

収容容 1 .. _ • 1由 =1男56へ女44人|中 川 1. _ __!!!' 1. 鉄筋コンクリート造
IIU 人 i 羽 貝 I~ 1M'  1奴 泡 Il.L.凶 u1強励。叶平家建 1棟 526.02rr? 定 員 '1-- I音t 100人|… 一ー 1'-ー|建物のリ

1 w， .UV/" 1 ‘ r:-:--' -~ 2階建 1棟 691.54 m2 

ro"l建 物， _rrf1収容定員 1人 rrfl構 造:13階建 1様 993.6 rcr 
建 坪 11.6凪 291延面積 2.638]I当り物延面積 123.991 … '~I 臨房及び渡 42Z 71 m2 1=-'''''1 凶明 下 1棟 "1./1 JIl 

福井県鯖江市にある光道圏は，昭和 32年に身体障害者の更倒留設として，主に盲人のために

設立された社会福祉法人であり，現在.重度身体障害者更生援護施設「ライフ・トレーニングセ

シターJ.重度身体障害者収容援産施設「ライ トセンタ←」 及び，身体障害者収容援産施設「光

成セ yター」から成り立ョている総合的な身体障害者福祉施設である。

「ライフ・トレーニングセ γター」の中には，今回の調査の対象となョた重度肢体不自由者の

ための機能訓練部門である「ローンホーム(収容者五5名・職員 16名)Jをはじめ，盲精薄及

び重度肢体不自由者のための厚生援護部門である「スターホーム(収容者 50名・織員 11名)J 

盲ろヨ臨及び重複障害者のための教育指導部門である「へレシホーム(収容者 15名・職員10名

名 )Jとがある。

この施設の方針として， 盲人の更生対策の体系化の未確立性にかんがみ，盲人の特録性を尊重

しつつ，盲人が人間として生活し，更に働 く場を得るまでに指導訓練を動的に展開することを強

調している。

日課

6 : 00 

7 00....... 8 00 

9:00.......1100 

1140-1300 

13 00.......14 00 

14 00.......16-00 

16: 30-17 : 30 

起床

朝食

訓練及び指導

昼食

寮生自習(職員研修)

訓練及び作業

夕食
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18 00- 20 00 

20 : 00 

21 00 

5 三施設の状況

(1) 現在の職員配置

「

施 事 生 職
活 業

区 分 設 務 t1i 目 指
導 導

長 員 員 員

2 6 

専

B 2 
任

現 C 2 9 i 

A 

兼

員 B 
任

C 

〆画、

人 A 2 6 
、.../

計 B 1 つ』

C 2 ? 

ーーームー-

<注>

{，、

理
判
定
員

自由時間

就床

消灯

能学
判療
定 法
員士

作
業
療
法
士

無

有、ν

2 

無
2 

有
2 

マ 医 看

サツ
護

議日市 k議

2 2 

4 

2 2 

1 

A 

寮!栄 雇用人 メE込3 入

養 調そ 所

理 の 者
母土 員 {也 筋 計 数

25 5 2 47 

4 2 12 

24 2 1 47 

25 1 5 2 4.7 106 

A 1 2 13 25 

24 1 2 1 
4?7①1一35

① 「光道園(C ) Jの職員合計数4.7名の中には.直接調査の対象からはずれる ところの厚

生授護部門と教育指導部門とが含まれての数である。

② 表中の「有Jr無」は資格の有りとなしを意味する。
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(2) 入所者の状況

表 1 等級別内訳

除そ 級 2 級 5 級 4 

人 人 人
A 4Q 51 1 1 

B 20 4 

C 1 5 1 7 3 

合計 75 72 1 5 

Z 45.2 43.3 9.1 
」ーーーー-四 → ー ー 一

B 

C 

合計

¢ 

表 5 主どる障害の原因

交 労

施 種
通 働

設 類 事 災

故 害

人 人
A 5 2 

B 

C 

そ 戦

の
傷

他

の ー戦

故事
病

人 人

一

級 5級紋

人 天

一 5 

一

一 一

一 5 

一 1.8 

先 感

天
染

異

常 症

人 人
31 

1 3 

23 8 

合 計 5 5 

¥日% 118107 
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6 級 その他 計

人 人 人
1 一 106 

一 25 

一 35 

0.7 :TJF 

中間幼|後 ぞ

毒 児天

性期 の 計

疾 異 異
異

患 常 常 常 {也

人 人 人 人 人 人
1 9 22 28 106 

一 一 一 25 

一 一 5 35 

1 9 一 28 3 166 

0.7 11. 4 16." 16.9 1.8 1 00 



表4 主な病名

[随

脊!進!脳l炎 リユ:中内li角 l!水網神1i股 不，頭iiESl!日!i頭 i脳 iil金i水後il パ 脳!そ

行症
↓耳耳膜|晶i脈経関 随 膜本部|血身俣 i 極性 a 随性血 性、ー・.

性 h筋管関 チ性性 体絡系節

マ 損|萎繍 節 性疾疾疾疾膜疾脱 運損後後後i，...i_G F' 
-可F 動 遺遺遺塞マ 長選組長 疾

ヒヒ 傷痕 害 患 患息!患怠息視患白 症傷症症症症ヒ !病症他

人i人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 i人 人 人 人 人 人 人

A 57i5 314 8 ? 1 4 5 2 2 一一 3 1106 

B 13 6 21-一 5 一一一一一一一一一ー 一一一一一一一25 

c 22 3 5 一 1 2 一一一一一一一一一一一一一一 2 一 35 

合計 党 !14 5 i 9 8 一 一 t 4 5 ¥2 12 1 2 5 
H“ 1 

¢向山知 15214.710.718.4 =-10.7 -上a.7 0.7 即|之5L .- I--~ I 
0.7 0.7 作20.7 t8 。。

表 5. 主たる障害の種類別人員

上 下 体 四 | 片 岡 四 i|盲 iろ i|盲!盲ろ !it?l両 両i盲 i!金全そ
種 肢 肢 幹 -ヨ・・う白肱下下.1 身類 切 切

肢下
機 肢左身関

施設
断 断

能 マ肢 - 体 肢 上 人 節の計

機能
機 四 ・ 肢 掠

の 能
樟
体体 回る精精精マ片指 剛

51lj 肩車 陣 切
害 害 害 幹ヒ幹 肢肢肢う薄薄薄ヒ z断算直他

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
2人宮

人 人 人 人
A 14 25 26 8 一 一 ? 1悩

B 一一一 22 1 一一 一一25 一一 25 一

C 一一 一 6 3119 1 一一一 一一 ー 一 一2 一35 

合計 42 24 4145 2 25 817 2i i1ti ? 166 

% Pーや1
23 何1.2jo，71 上!! f-!?ト-f!-40 7 ト-??∞J 
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表 d 入所前の状況

所 他 他 病 居 そ
夜 の の
の

身
社 院

5}IJ 会
施 障 福

. の 計

設
施 施祉

診
の 療
11IJ 設 設 所 宅 他

人 人 人 人 人 人
A 4 21 11 70 一 106 

B 一 7 一 18 一 25 

C 2 a 5 m 5 35 

|合計 6 52 14 109 5 166 

Z 3.6 1吹5 8.4 65.7 3.0 100 

表 7 社会保険の加入等状況

保 健康保険 年金の受給

倹. 
健 国 そ 儀 隊 国崎 Rまの 船障 労 そ制度主手 @ 民

~ 
康

民 他
康 客 年寄 生信事 員害 災 のt乙

鍵
の 保

循
金

年寄
他よ

健 険 計
の年 保年 公る 計

施 保 康 主上 金 保 的R率康 未 拠
設 保 保 加 年 出

保年 倹
年筆の

1JIJ 険 倹 倹 入 金 制金 険金 の金 険 金金

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人|
A 23 39 1 43 106 47 5 5 4 一 2 一 56 

B 1 13 一 一 14 19 一 一 一 一 却

C 6 17 2 10 35 26 4 一 一 一 一 30 

合 計 155 106 

全数i乙対する比率 U3Ml 63.8~旨
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表 8 補装具等の状況

補装具の種穎 締 義 肢 装 車|松 そ

葉 の

穂 上 下 し、 他 の装具助

づ の 他 以用
ペコ 外

所有状況 器 肢 肢 具 1 す え え の具 の具
設

A 一 2 一 31 5 3 一
、、

所有している B 一 一 一 10 一 一 一

C 一 一 一 2 28 I - 一 一

A 一 一 一 11 一 5 一
所有していな

B 8 一 ー. _..・ ー. 一 一 一 一
いが必要 '--

c -.. .. ー. -ー 5 一 一， 4 

A 105 106 104 106 64 105 102 1白 106 

Tf扮J 竺~; ~:;.:;， 
上、 2-.:lゐ 田ドト 3i 2 bi-1:じ:必要なし

C 35 35 35 I 33 I 2 一 一

表 9 食費公費負担の状況(人)

費 公 左 自
用 の
負 費 う 己
担 ち

状
負

被
負 計

況 保
施 検 l

担設 担 者
の 再
5;lIJ 者 掲 者

A 96 ( ) 10 106 

B 22 5 25 

C 29 (9) 6 35 

合計 147 ( 16 ) 19 166 

タ百 886 (10.9) 111.4 100 
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表 10 日常生活介護の状況 M.C. 

l
M
 

整容 衣類着脱

ね ペは 主な移動方法つ 階

区 分 ‘y 

いミ
か下ス下ポく

ト 段
佼燐おそ 紙

五;ぱ

で 惨車スモ ま
を祉F臥オ め汁 り カ衣 タつ

〆局、 を .IJν1を入入 νき l ン下
お ト の まぎ 帯計を
き

レり ツャズホ トををを
イヴの計 しの)

，洗げ し院f'"れ汁1.( 計)切 か
あ テ 立 昇 の yの着はは

区 分 ;6; 
事所器め{也! むく話

そぼ 着 |文着 めく

る るう くス等他 つ 降 むる くうりるうるい るむ 脱は脱るる

人 人 人人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 |人 自人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

A 81 72. 59124 19 O 12 45 24 81 81 22 36 O O 36 50134 64 48 49 29 1 7 63 63 27 55 34 30 36 36 37 

自分で

2! B 51 5 1 713 8 

できる

C 22 23121 1.1 2 6 216 7110 10 61 5 0111 13 。4 31 51 5112 15 8 5 71 6 

A 71 3 1 112 21 0 1 125 13i11611 71 15 15 10 01 0 0110 4 120 41 9 6110 4 3113 10 16 8110 7 

なんとか白

2 I 4トB 61 6 2 11 4 1 4 214 41 8 81 1 41 6 6 61 6 4 

分でできる

I 4 C 18 6 1 6 i 3 3 6 I 3 10 司13 31 1 21 3 11 13 Hl 111 7 81 7 71 7 41 6 12 10 51 4 

~~~ A 514 81 1 0110 4・6 21 1 44 10 61 2 01 2 16 6113 0110 19 12 418 4 81 3 3 

一部他の
B :3 1 3 412 5 513 7; 8 9 16 16 81 ~ 41 '1 4 2 2 61 7 5 31 3 4 

介助必要 ト

C 313 312 8 10 71 4 9112 12 12 12 81 8 71 7 61 8 13 14 10 1Q 11 8 6114 7 

A 45 51 5 19 7136 44 60 16 19 25 12 16 0142 55 66 19 3'< 36 51 57 66 43 43 64 34 54 56 54 57 59 

全面
B 1 115 11 7 18 18 25 81 7 4 5 5116 17 5111p13 23 21 25 23 お 25 15 12 14 14 1る17 

介助必要
C 213 5 i 2 12 2 16 14 81 3 7 2 19 19 7 61 7 11 10 13 13 16 16 10 10 10 9118 . 



表11<日常生活介護の状況>の中で全面介助必要者数とその割合 M. C. 

で宇二週整-I~」ー

:二;;;:;犯を一一一JlJLは
TU君主二等 J:71 
111  (3:)hz) 

Bl  C 

2愛?11合計 15p-
L! 2 6 

計
一
1

一1
一
5

合

L!4 

60 

3 

5 

9 

14 

2 6 

11 

7 

L!4 

28 

12 3L! 

6 

(18) (72) 

つ
』

(16) I (L!6) 

20 

(13) 

16 

16 

10 

10 

7 

9 

18 

，つかまり立つ

階段の昇降

44 

60 

れ
一
日

U 

(L!2) ι寸1(5:γ

23 

(23) 

叩
一
応
一

8

一7
一4

ロ
一
叩
一
白
一
回
一
泊五L 三二一時1

刊
一
引
一
日
一

8
一5
一7

5L! 、
加
一
叩
一
お
一
?
一
却

携帯佼器 1L! 

6 円二巴おしめ

写あ1ft!:!

(計)

66 62 

43 

(43) 

41 

(41) 

6L! 

~f 
;，51 

34-

5L! 

53 

51 

57 5L! 

59 56 
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E 調査の集計結果

次にあげる職員定員基準表にでも明らかなように，重度身体障害者更生施設には，事務管理系，

訓練系，介護系の職員の配置がみられる。更生施設においては， リハビリテ-i/ョン訓練が本命

である ため，いわゆる介護の任にあたる寮母や介護人(雇用人)のクエイト は決して高いとは云

えない。

しかし，対象者が重度化すればするほどリハビリテーνョシ訓練と生活介護の作業との比は逆

転するものであるので， 本調査においては持に，対象重度化のあおりに直接に立ち向って， 事態

を処理している重度者をかかえる更生施設の寮母を中心とする介護者の動きに焦点をあてて調査

しているのである。現状の数字は，あくまで重度者のためのリハビリテーνヲシ志向施設のもの

であるので，介護志向施設での基準職員数には現状l乙照し，相当の修正が加えられねばならない。

表 12 身体障害者更生援護施設職員定員基準

基 準 職 員 数

施 保 *三 介 ，g-
理勃業

壬正1文1. 務 導 判 療 療 健 養 Z金 勤用用

定|法 法
職人 人

~ 員|員師員 『土士 k需 土 員 員伺 j(，乙)計

医一 行 一 医三医二 行一 行二

情-6 |シー5
③ 

4-7 斗-4 tシー5 6 - 5 4- 6- 2 5 - 8 
，--ー『司

重 50人以下 112 1 2 4 1 8 

度 51....... 75 113 1 3 7 I 1 2 1124 

更 76以上 214 1 2 2 5 912 2 2134 

生 計

参考資料:社更第 61号，厚生省社会局長発 「昭和 46年度身体障害者保護賀補助金の国庫

負担及び国庫補助について」より抜粋

本基準を文字通り理解すれば，介護人と 対象者との比は凡そ 9.......1 0ということになる。

完全他者介護依存の重度者が増加して来れば，この基準は明らかに不適切であると考えられる。

以下は，現行基準によっての作業量のきびしい内実であろう。

1. 各施設寮母の項目別作業量 (一週間)
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A 介 護

表 13 施設別，寮母の介護の職務内容と所要時間(及び総所要時聞に対する割合)

i
N
今
|

、そごご 施設別 厚 生 寮 菅 原 国 光 道 歯 三施設平

回¥¥哩¥五 寮 母 ( % ) その他職員 寮 母 ( %) その他職員 寮 母 (係) その他職員 均の%

衣 類 交 換 a-1 1.002分 0分 350分 140分 368分 1 09分

お む "つ チ2、て 換 2 4，188 (8.4) 。 1120 (1.0) 150 354 (.3.7)- 30 7.4 

居 室 排 社世 3 1 .3.006 (6.0) 。1.325 (1 1. 9) 585 240 (2.6) 217 6.8 

イ レ 介 助 4 12.778 (56) 25 45 (0，4) 85 1437 (158) 706 7.3 

トイ レ介助監視 5 442 。 40 25 255 343 

汚 物 処 理 611.914 (ゑ8) 。 175 (1.6) 110 1 41 (1.6) 66 2.3 

べ y ト上の洗面介助 7 393 。 150 100 29 。
洗面所の介助 8 210 555 116 1 72 623 20 

f芙 食 介 助 919.612 (1税2) 362 1.325 (1 1. 9) 650 1.456 (1.6) 903 1 57 
ト一一

食 後 始 末 10 4.041 ( 8.1) 223 570 (51) 1 55 1.245 (1 3.7) 600 9.0 

椅 子 移 動 1 1 339 (0.乃 207 7.45 (6.乃 405 370 (4.0) 302 3.8 

歩 行 介 護 12 187 50 30 70 233 272 

ス トレァチャー移動 13 98 。 75 。 。 8 
ートー

入 浴 準 備 14 863 50 90 50 182 64 

入 浴 介 護 15 4.485 (吸の 575 485 (4.4) 570 980 (1 0.8) 422 8.1 

入 浴 監 視 16 275 。 165 60 125 1 53 
一ー一一-<



i
N
m
l
 

浴 後 始 末 17 743 60 175 50 172 1 70 

f青 拭 181体 の 42 。 1 78 20 11 3 22 

リネシ(寝具等)の交換 1 9 314 (0.6) 。 412 (3.7) 65 57 (0.6) 1 2 1.6 

私 用 の 代 行 20 325 1 90 1 5 1 60 40 300 

身 辺の整 理 M12211 1929 (3.の 。 1 90 (1.乃 1 0 226 (2.5) 388 2.7 

整容 動 作介助 60 。 20 。 1 50 80 

通 信 介 助 23 1 0 160 45 10 52 50 

施設外 への付 添介助 24 1 66 855 。 。 30 457 

間 食 介 助 25 376 25 40 255 1 0 40 

俄 2611.169就 寝 準 (2.3) 。 130 (1. 2) 120 329 (3.6) 1 42 2.4 
ト一一一

体 位 よデ人て 換 2711.451 20 210 1 45 137 83 

日 光 浴 介 助 28 135 。 50 。 1 0 55 

介 5整 百| 継 29 2.4 0 9 (4.8) 410 310 (2.8) n5  31 7 (3.5) 268 3.7 

夜間見まわ り 30 1.405 。 475 270 132 383 

介 護 事 務 31 809 (1.6) 680 1.650 (1. 4 9) 190 126 (1.4) 452 6.0 

そ の 他 32 2.624 (52) 150 350 (3.2) 50 82 (0.9) 156 3.1 

計 4.062 11.150 4.4 70 守~494 7.425 



寮母の本務とされている介護については，各施設とも食事(約 25 <!J) ，排池(約21係). 

及び入浴(約 10 %)が主な寮母の労働となっている。これをみても，生活の最も基本的なニー

ドを充すことに寮母の勤務の主力が注がれており，重度者援護はリハピ PテーνョYどころでは

なく，まさに「療護」にあるというととが知られよう。

B 生活指導 (表 14)寮母による生活指導内容と時間

~作~業九1内容 ~九、施九設¥名1 ¥ 厚生寮 管原圏 1光道一箇寸

面 接 D-1 34 5 1 E 0 

教養学習指導 d 275 一 337 
一

娯楽余暇利用指導 5 620 4 0 2 0 5 

見 ま わ り 4 1 1 5 320 i 5 
J 

避 難 ヨ11 続 5 一 。
作 業 指 導 6 3 6 2 1 6 7 

生活 指導事務 7 。
そ の イ也 1 4 4 0 5 5 1 829 

百十 28811415 4' 7 1 3 

C 衣類 ・寝具等の整備 (表 15 ) 

ぬ う C-1 3 0 7 0 3 9 3 

保管・支給・配達 2 586 255 1 1 9 

そ の 他 3 3 D 135 5 3 

計 6 4 6 4 6 0 565 

D 洗濯(表 16) 

洗 う D-1 5 9 7 455 1 5 1 5 

ほ す 2 8 9 4 325 3 0 1 

と り 込 む 5 419 180 4 6 1 

た た む 4 14080六五 8 4 1 

そ の {也

計 ;6445 i1415 l3410 
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D 掃除(表 17)

亙?哩11L
厚生寮 管原圏 光道樹

寮母 寮 母 寮 母

入所者利用区域 E-1 4 8 1 0 1 2 2 0 4 7 1 

職員利用区域 2 1 1 5 2 5 1 3 4 

共用区域 3 5 6 5 3 7 0 

そ の 他 4 1 0 0 1 0 1 0 

計 5 590 1 255 985 
」ーーー

F 給 食 ( 表18) 

材料購入管球)1'-1 6 0 一 。
調 王星 2 一 一 G 

盛付 3 _.;._ 1 2  011  1 0 

洗い，消毒 l 
ー一一一一一
献立 作 成 る
カロリ一計算

給食事務 7 

そ の他 8 

計

G 保健・衛生 (表 19) 

整 髪 G-1 司 40 

態 n廿』 2 493 ~ 5 5 3 0 

ふ と ん子 5 7 5 2 5 2 0 

定期身体検査 4 一 一 一

服薬介助 5 438 2 5 3 8 I 

毒消 6 4 0 6 5 

保健・衛生事務 7 一

そ の 他 8 9 5 185 1 5 

計 1 1 4 1 5守 5 1 0 3 

マ
f

ηノ
』



h.医療(表 20)

=?ぐと
厚生 寮 菅原菌 光道国

(寮 母) (寮 母) (寮 母)

s 

保健衛生指導 h-1 5 一

-‘正A予K 療 調 剤 2 

診療調剤補助 5 370 2 5 3 4 

材 料 整 備 4 一 1 5 

検温.血圧測 定 5 5 6 5 一

機 能 司iI 練 6 1 0 1， 0 7 8 

事 務 7 1 0 一

そ の 他 8 6 0 135 1 8 3 

計 511 1 8 0 1， 2 9 5 

いその他(表 21 ) 

会議研修 75 1，385 3，549 

私 用 2 1 45 230 531 

休 憩 5 1 0，291 1，380 2，966 

拘束中での待機 4 8.210 4，575 3，788 

事 務 5 273 

そ の イ也 6 507 70 280 

計 19，228 7，640 11，387 
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2. 各施設男子母の総作業時間

表 22 施設別全寮母の 1週間の作業量

に目¥回
介護(別紙作業最調査表項目 A)

姥匂ト助入断助排街ト助 洗 存型 掃 除 その他 メ口入 計
その他川、 計

凶ー 9 1<r-1~18 含ー2--6 。) (匂 (B，C及ひ下'-1

分 分 分 分 分 分 分 分 分

19.767 48.213 6.4 4 O 5590 25.212 85460 

管原国伺1.32511.16812.705 5952 11.150 1. 41 5 1.255 9.540 23.360 

光道薗(111.45611.5721 2.407 4.059 虫494 3.41 0 反85 18.848 32凡 7i

表 23 施設別寮母の 1週間総作業量の割合

項、毛目主¥主ケミ下下一喧、1』皇些喧設間¥の瓦闇別
A B C 

備 考
8 5. 4 6 0 2 3.3 6 0 3 2. 7 3 7 

所 要 総 % 所要総
% 

所要総 qも 割合(%)の平均
時閥抗) 時間扮う 時間θう

a，介 護 4 8.2 1 3 56.4 11.150 4 7.7 呪494 29.0 44.4 

b，生 活 指 導 2.831 3.3 415 1.8 4.7 1 3 1 4.4 6.5 

C，衣類-寝具等の整備 646 0.8 460 2.0 565 1.7 1.4 

d，洗 機 6.445 7.5 1.415 6.1 3.41 0 1 0.4 8.0 

e，婦 除 5.5 90 6.5 1.255 5.3 ヲ85 3.1 5.0 

f，給 食 855 1.0 250 1.1 785 2.4 1.5 

g，保健 衛 生 1.1 41 1.3 595 2.5 103 0.3 1.4 

h，医 療 511 0.7 180 0.8 1.295 3.9 1.8 

i，そ 0) 他 1呪228 22.5 7.640 32.7 1 1. 3 87 34.8 30.0 

~ 、 計 85.460 100.0 23.360 1 00.0 3 2.7 37 100.0 100.0 
」

寮母の 9項目に大別される作業項目についていえば，介護 (44.4 '!J)に主力が注がれている

ことは云うまでもないが.その他にも寮母には，洗濯 (80 '!J) ，掃除 (50 '!J)のような体力

を要する作業でしかも雇用人でもできるような作業が含まれ，これが，現在のきびしい人員配置

に加えて，彼らの疲労を誘発させる主な原因につながっている。

円
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3. 他職員の介護量

表24 週間における全他職員の介護量

l語学
介 護

摂食介助 入浴介助 排便介助 その他 計

分 分 分 分 分

厚生害事 362 6 8 5 2 5 2. 9 9 0 4.0 6 2 

管原菌 6 5 0 7 5 0 755 2.3 1 5 4.4 70 

光道鼠 903 8 39 1. 3 6 2 4.3 2 1 Z 4 2 5 

上記表24にても理持されるように， 寮母の仕事量の他，各施設とも寮母以外の職員(指導員，

保健婦及び看護婦，雇用人)が，自らの本務の他に介護を手助けしていかなければならないでい

るという介護の手不足が明らかにされたのである。

N r療護施設 」を志向しての現作業量の 修正

1. 修正を必要とする理由

以上の作業量は，現在の入所者による実績であるので，入所者ーが全員重度身体障害者療護施

設(ぽ下「重度療護施設」という)の対象者になった場合，現在の更生施設寮母の作業量に修豆

を加えなければならない。

まず三施設のうち，天竜厚生寮のみは現在週 1回の入浴をさせているが，人員を確保するこ

とにより，他の 2施設なみに次の(1)のとうり週2固に修正する必要がある。

次1ζ入所者の構成を，重度療護施設に見合うかたちに修正するわけだが，今回調査した「実

態調査表」中「日常生活介護の状況jから.もっとも介護のかかる食事，入浴，排便について

次の(2)・(3)の方法により修正をする必要がある。

11) 入浴回数を週2回にすること。

現行週 1回

厚生 寮 Z 1 9 1 己
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(2) 介護の修正率の割出し

民
摂 主主 誹 ' 便 入 浴

なでんでときかる密内分栓閣F街介又助ば問ー、(仰碕 Fんでとか自分全面支は但ー 向 お~とか自分全面主君主一向
きる内部介助 但) ぽ で き る 内 部 糊 の 的

人 人 人 人 人
4人5 厚生寮 3 7 6 9 。‘536 46 60 0;767 63 .465 

管原因 1 2'."; 1 3 0.92員
園、 4 2，1・ 0.190 O 25 。

光道圏 7 2'0 1 5 1. 333 14 21' 0:667 1 2 23 0.522 

ーに‘

(注J7持障になれば現在なんとか， R分で怜;制という人付E減少し，全面介護側I乙切り

代ふ 、よってBの中に占めるAの割合が重度化した場合作業量の増加に影響を与えるもので

ある?で合をもって修正率とする。

(3)修正

lよも
f菜食介助 排便介助 入浴介助 修正増

現 在 修正率修正増 現 在 修正率 修正増 現 在 修正率 修正常 の 計

厚生寮 呪97 4 0.536 I 5，346 1. 2.353 0.7 67 呪475 10.4 00 1.465 1;;.5236 .3 0.0 5 7 

管原国 1.975 0.923 1.823 3.460 0.1 9 657 1.3.08 。 O 2.4 80 

光道園 2.359 1.333 3.145 3.769 0.667 2.51 4 1.545 0.522 806 6.465 

計 一 一 0.314 3 曹，"司 " 唱
12.646 1 6.042 3.9.002 ι ー 一 一t、

(成 恐怖助(別紙調査表中a-2--a→)は，その全てを， r入浴介助」はいー 1.3) 

(4:←1 5)及び (a- 1台)のみを，また摂食介助は摂食介助 (aー 9)のみを，その対

象としたa

(4f修正値合計

怪¥
1 週間の必要な仕事量(B ) 

現l乙行っている 他の職員が行っふろを週修2回正と増す同髄象l乙見者合を全員重度療 引，〓 計寮母の作業量 ている介護量るための う者に修正

厚 生寮 85，460 4，062 7，1 91 30，057 126，770 

管 原霞 23，360 4，470 2，480 30.31 0 
光道園 32，7 3 7 7，425 6.4 6 5 46，627 

一一一 一一十一一一
計 1 41，557 1 5，957 7，1 91 39，002 23，7 07 

-a 



V 寮母適正配置への提言

一一一一一結論にかえて

日々成長の遅れた人々を辛抱強〈介護する人たちは 精神的，肉体的に緊張の高いものである.

事実，次にあげる参考調査の結果の中にも明らかな通り(r健康認識調査J多照).寮母たち

は肉体的苦痛と.勤務体制改善の要求を訴えている.

一般勤労者でさえ 8時間労働が保障され，通58骨静岡傾向にある中を.最も重度の身体障害者

の身辺にあって，精神的.肉体的労働をする第1線の福祉労働者に 9時間労働が当然のことであ

るかのごと〈見れら.その見地から人員配置数が算定されることは好まし〈ないどころか大問題

であるとさえ思bれる。したがって 1日8時間 1週48時間労働により.先ず必要寮母数を算定

すると. 3施設を加重平均して入所2.3人に対し 1人の割合で寮母とする。なお，参考までに 1

日9時間 1週54時間労働により算定すると，入所者2.6人に対して寮母 1人の配置が必要であ

ることが明らかとされた。

表25 修正された寮母の人員配置

調査時にお 1週間の必 必要寮母数 寮母1人に対
ける入所現 要な仕事量 (1週 48時間労働〉 する入所者数
員 .'. 伺+2880分

48時X60分 舎

(D) 

厚生寮 1 0 6.¥ 126.770 4 4 02 2 4 

管原国 2 5 30.310 1. 0 5 2 2.4 

光道園 3 5 46.627 1 6.1 9 2.2 

計 166 203.707 7 O. 7 3 I 2. 3 j 

ょうで，

t民正ス戸ぷ忌右下1AO福寺瓦長瓦忌五。]
と.侵言する。

-32ー

場合

必要寮母数 寮母1人
。ヨi}+3240~1乙対する
54X 6{扮 入所者数

伺

ろ.91 3 2 7 

9.35 2.7 

1 4.39 2.4 

62.8 7 2.6 



参考資料「健康認識調査」

一一現勤務体制下での寮母の労働衛生一一一



静岡…・・寮母 2 5名 (女子のみ)

奈良……寮母 5名 指導員 5名(男子 1名)・保健婦 1名

福井……寮母 1 4名 (女子 10名，男子4名，指導員含む)

年令構成別人数

手本--空竺 静 岡 奈 良 福 井

2 0才 未満

2 0 --2 4 1 (1) 4 (1) 

2 5 --2 9 2 (1) 

3 0..... 3 4 

3 5 ..... 3 9 3 (1) 

4 0 --4 4 5 2 (1) 

4 5 --4 9 1 2 4 

5 0 ..... 5 4 5 

5 5 --5 9 1 

6 0 --6 4 

6 5 --6 9 

7 0才以上

2 5 8 (1) 1 0 (4) ※( )内は児子

E 現職 までの経歴 M.C. 

一一一工員~白一-一一一-1f同'c呈1. 治 {笥 奈 良 ! 福 井 t0 t a 1 

家 事 3 2 5 

家業及び内戦 5 5 

他施設(寮母，看護婦) 5 4 2 
(寮母以外) 5 1 6 

工場労働者 8 5 1 1 

(内訳: ) セYイ2 電気 2 はたおり 2 
楽器 1 溶接 1 めがね工場 1 
自動車部品 1

製 材 業 3 5 

事 務 員 2 

教 師 1 

学 生 2 2 

クリーニング

障 害 者 2 
止

2 

N. A . 2 5 

に
JZ叫



E ①施設別1人当り過去3ヶ月の病欠日数

総 数

1人当り

〈静岡) (奈良)

3 5日

1. 4日

8 8日

伝 8日

@過去3ケ.F:I内に延ー週間以上欠勤した人の疾患の種類

施設の別 静 岡 奈 良
総人獄 2 5 ー守

人数(係) ( 4 ~ ) 5 (33q(，) 

子宮きんしゅ かぜ

(福井)

1臼

O. 1日

福 弁
1 4 

な し

2 

90Sタマチ熱関節炎 1 

背部炎症 1 

宵かいよう初期

lV 過去 5ケ尽に治療した疾患名
M.C. 

← 

九---施設問rj延』人、、数---と~9b~ 静 i潤 奈 良 福 井 メ日弘、 計
F 

疾怠名 延人数 ¢ 延人数 ¢ 延人数 % 延人数 係

(1)腰痛(座骨神経痛) 3 '12.5 5 21.4 2 16.7 8 16.0 
一一

(2)首，周，背中，腕の痛み 5 12.5 2 14.3 5 25.0 8 16.0 
一一一 ト一一一 必ゐ4一一一

(3)関笥i:i(ひざ〉 1 7.1 ι。.0
h 一一-一一一一-- 一一一ι ー一一ーー←一一ーーート一一一一一」ー一一ーー一

(4)頭i払めまい，耳たり，

中f:LlL目がかすむ，不眠 4.2 2 10.0 

(5)新 f，jj代品t(糖尿持〉 4.2 円了
(6)食欲不振，青島，肝臓 4.2 2 14.3 8.3 4 8.0 

(7)循環系;

(8)呼吸(かぜ) 5 20.8 5 21. 4 2 16.7 1 0 20.0 

(9)生理痛， 不 )1員 4.2 2.0 I 
日

側 皮膚病 2 8.3 2 4.0 
咽「

倒)眼，耳，鼻〈ノド) 4 16.7 8.3 5 10.0 
} 

側外 傷 7.1 2.0 

凶その他 5 12.5 8.3 4 8.0 
一一ー

計 24 100.0 1 4 100.0 1 2 100.0 50 00.0 

V 施設別治療方法 M.C. 

[一治一霊長一刀一広一一一一一施ご設「の±男iJ 静 岡 奈 良 福 井 点Eヨ、 計

(1)医療 1 2 5 5 2 2 

(2)自己"売薬，ハク，灸 6 7 

(3)両 者 併 用
一一一

計 1 9 5 6 3 0 

-36-



円 我慢している疾患状況 M. C. 

てに症¥患名-----、臓¥¥の、別~ |静人数
同 il奈 良 |福 弁!メ口、 計

ij 

% 人数% 人数 ¢ 人数 ¢ 
(1)腰痛〈座骨神経痛〉 2 10.0 4 23.5 6 40.0 1 2 23.1 

(2)首，肩，背中，腕の痛み 8 40.0 2 11.8 7 46.6 1 7 32.7 

(3) 1鶏節(ひざ} 。 O 
-ー

俗j頭痛，めまい.耳なり，
4 20.0 2 11.8 1 6.7 7 13.5 

日がかすむ，不眠，

(5)新陳代議(繍尿病〉 。 o 

(6) :食欲不振，胃腸，肝臓 2 10.0 3 17.6 5 9.6 

(7)循環系 o 。
(8)呼 吸 〈 か ぜ) 5.0 5.9 2 3.8 

(9)生遅滞， 不 JI民 G 2 11.8 6.7 3 5.8 

側皮満病 D D 

ω限，耳，鼻(ノド) 5.0 。 1.9 
ー

(12)外 盤 。 O 

間その他 2 5 ;;:十日位五IJU一一言十 20 h 00.0 !l 1 7 

砧 昔痛を感じている作議・作議長足境 ~\l • c . 
rk巳 ---、喝、

静 岡 奈 良 福 井 A ・4 計
項目¥司、九、脆¥設』の』別』¥¥

人 数 ¢ 人数 係 人数 係 人数 % 

夜 勤 1 7 41.5 7 87.5 6 26.1 30 41.7 

入 浴 8 19.5 12.5 4 17.4 1 3 18.1 

排 便 介 助 6 14.6 5 21. 7 1 1 15.3 

体重のある人の処理 3 7.3 6 26.1 ? 12.5 

時閣の切れ目がない 2 4.9 2 2.8 

寮内の歩行で波れる 1 2.4 1.4 

言葉が淫婦できない 之4 1.4 

洗た く 4.3 1.4 

その他 4.3 1.4 

N. A. 5 

8 23 72 

『，，之
.u



川 改善してほしいこと

静岡 く夜劫体制について〉

・夜勤あけの食事(朝)寮母:2:入所者50を改善してほしい 1 4 

奈良

福井

・人員増加してほしい 5 

・週 1回の完全な休みがほしい

く管理の面について〉

-てすりをつけてほしい

-夜勤の時たたみの部室がほしい

.休憩が 30分ほしい

く夜勤体制について〉

・4支勤明けの休みがほしい，早出制があるとよい

.人員増加してほしい

く待遇について〉

・待遇を改善してほしい

-専門職として確立してはしい

く夜勤体制について〉

-夜勤の際の人数増加，その他の夜勤体制改善

.介護員の人数増加

く管患の面について〉

・お風呂の高さを工夫してほしい， (藤をかがめるので)

.トイ νの衛生面で換気

・設備(手すり，訓練局器具備品)を鐙えてほしい

-38-
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付 録

1 作業量調査表

E 調査項目記入の手引

E 健康認識調査



健康認識調査

， 

面接者氏名 @ 

1年令令 | 才 [2tt~三て主一一 調査年月日 年 月 日

トーーーー一一一一一一 ト一一一一一一一一一一

5施設品一 4在職・年数 年 ク月

(2) 休日
月

日
週

6過去5ク月の病欠臼数 | 日 月 司L-fZ均 日

(1)腰痛 (座骨神経痛 )
、、 8 治療方法

7 (2) くび，肩，背中，腕の痛み
治

療
(3) 関節(ひき.) 

(1) 医療
し (4) 頭痛，めまい， 目がかすむ，耳なり，不眠

た
(5) 新陳代謝 (糖尿病 ) (2) 自己・売薬・ ハリ ・

怠

者 (6) 食欲不振，胃腸，肝臓
キュ ク・ その他民

名 (7) 循環系

(8) 呼吸 (かぜ ) 間療法

(9) 生理痛・不j煩
(3) 両者併用

間皮膚病

U1) 眼 ・耳・鼻(ノト・)

U21 外傷

凶その他

守 治療はしないが(到漫しているが〉日常 10 日常勤務で特に心身の苦痛を感じてい

苦痛を感じている疾患 ・症状 る作業種類・作業環境

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

(7) (8) (9) 

日目 U1) U2l 

U3) 

11 改善してほしいとと(管理・行政面より)望ましい人員配置など

小島ゼミ

-45-



表

分まで時午前・午後

査調

施

設

長

属

用

人

調

理

員

保

健

婦

量

栄

養

士

寮O 

業

P 判

定

員

心

理

作

指

導

員

事

務

員

医

分から時

母

日午前・午後

T T 

月昭和47年

師

付録 I

所用時間小計

dー1 洗う…...・H ・..…...・H ・..……)

d-2 ほす…………...・H ・..………

d-3 とり込む ...・H ・.....・H ・-……・・

d-4たたむ ……H ・H ・...……...・H ・.( 

d-5その他・H ・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・.( 

濯D.洗
4:00 

30 

5:00 

4:日日一一一一

「
30 

5:日日'一一一一ー

除

e-1 入所者利用区域 ...・H ・H ・H ・.....( 

e-2職員利用区域 …...・H ・......・H ・.( 

e-3 共用区域・H ・H ・.....・H ・.....・H ・-・(

e-4その他 ...・H ・.....・H ・..…...・H ・..( 

)

)

)

)

)

)

)

)

 

食

(-1 材料購入，管理…....・H ・..・…(

(-2 調理....・H ・.，.・ H ・H ・..…・…・・(

(-3盛付....・H ・“H ・H ・....………(

(-4 膳拭， 配膳 ……...・H ・..……・・(

fー5 食器回収，食器洗い，消毒……(

(-6献立作成，カロリー計算 H ・H ・(

(-7 給食事務 …...・H ・.....・H ・H ・H ・..( 

(-8その他 H ・H ・-…...・H ・...…・・(

)

)

)

)

〉

)

)

)

G.保健，衛生

g-1 整髪...・H ・......・H ・.....・H ・.... ( 

g-2袋容・…...・H ・-…・…....・H ・..( 

g-3 ふとん干 …...・ H ・.....・ H ・..…・・(

g-4 定期身体検査 ・・H ・H ・-・…......・・(

g-5服薬介助 ……'"・ H ・..…...・ H ・.( 

g-6消毒一-…...・H ・.....・H ・..…(

g-7保健，衛生事務....・H ・......・ H ・(

g-8その他 ...・H ・..……...・H ・..…・・(

E.掃
30 

6:口口

F.給

30 

7:口口

30 

9:日日

10:目。

30 

11:日日

30 

8:00 

30 

7:日日

30 1-ー

8:00 1-一一一ーー

30 

30 

9:目。

10:00 1-一一一一叶

11:日日

6:日日

30 

A.介

所用時間小計

衣類交換 …...・H ・...…...・H ・'a-1 

おむつ交換・………...・H ・...a-2 

居室排惟・H ・H ・H ・H ・....…… a-3 

トイ ν介助・H ・H ・'"・H ・...… a-4 

トイレ介助監視 …..，・H ・.....a-5 

汚物処理・H ・H ・......・H ・H ・H ・.a-6 

ベット上の洗面介助・H ・H ・..a-7 

洗面所の介助・...........・H ・"a-8 

摂食介助 …...・H ・..….....・"'a-9 

摂食後始末・H ・H ・.....・H ・..…a-10

車椅子移動 ………・H ・H ・..… aー11

歩行介護・H ・H ・H ・H ・....・H ・"'aー12

ストレッチャー移動 ………a-13 

入浴準備・H ・H ・.....・H ・...・H ・.aー14

入浴介護 ….........…...・H ・.aー15

入浴監視 …...・H ・.....・H ・..… aー16

入浴後始末 ...・H ・....・H ・-… a-17

体の清拭 ………H ・H ・-…… aι18

リネ Y(寝具等)の交換 …… a-19 

私用の代行 …...・H ・・H ・H ・"'a-20

身辺の鐙理，整頓 ...・H ・-・… a-21

整容動作介助 ...・H ・.....・H ・..a-22 

通信介助 …...・H ・..…...・H ・"a-23

施設外への付添介助 ...・H ・"a-24

間食介助 .，.・H ・.....・H ・..…… a-25

就寝準備 ….，.・ H ・....・ H ・......a-26

体位交換・H ・H ・.....・H ・-…..a-27 

日光浴介助 ・・H ・H ・....・H ・.....a-28

介護引継 …...・H ・-・…...・...a-29 

夜間見まわり .，.・H ・.....・H ・"a-3日

介護事務・・H ・H ・...・………"a-31

その他 ……....・H ・..…...・H ・.a-32 

護

「三

l
h
M
l

)

)

)

)

)

)

)

)

 

療

h-1 保健衛生指導 …....・ H ・....・ H ・.( 

h-2 診療，謝期j …・・H ・H ・-…・...・H ・.( 

h-3 診療，謝邦l補助 …・・・・...・H ・..( 

h-4材料，整備 …...・H ・..…………(

h-5検温，血圧測定等 ..………・・(

h-6 織能訓練・H ・H ・-・…・H ・H ・...・H ・.( 

h-7 医療事務...・H ・......・H ・H ・H ・....( 

h-8その他…...・H ・-・………...・H ・.( 

H.医30 

午前
日:日日

30 

1:日日

30 

午後目

日;日日

30 

1 :00 

B.生活指導

)面接….，.・ H ・..……...・ H ・..bー1

)教養学習指導・H ・H ・.....・H ・"b-2

)娯楽余暇利用指導・…...・H ・b-3 

)見まわり ・…...・H ・.....・H ・.b-4

)避難訓練 ………...・H ・..…・・ b-5

)作業指導 H ・H ・・H ・H ・.....・H ・.b-6

)生活指導事務 ....・H ・.....・H ・.b-7 

)その他 ……・H ・H ・.....・H ・"'b-8

(

(

(

(

(

(

(

(

 

)

)

)

)

)

)

 

しその他

j-1 会議，研修・・..............・H ・....( 

j-2私用...・H ・..…...・H ・......・H ・.( 

j-3 休憩・H ・H ・.....・H ・-…...・H ・..( 

j-4 拘束中での自由 ...・H ・.....・H ・..( 

j-5 事務…...・H ・..………...・H ・..( 

j-6 その他・H ・H ・......・H ・..…...・H ・.( 

3日301ー

-Iz:∞ 

一ーも30

3:00 

2:001-

30 I一一

c.衣類，寝具等の整備

)ぬヨ… … … …H ・H ・-…… c-1

)保管，支給，配達・ H ・H ・-・… c-2

)その他 '"・H ・.....・H ・.....・H ・"c-3

3:日日

30 3日

4:日日4:日日



き号|手入「

rM

Z
Z

ロ
付録 E の

D.洗溜

d-1洗う

丘 2 ほす

d--3 とり込む

d-"たたむ

d-5その他

目項査語唱

E.掃除

e← 1 入所者利用区域(居室，廊下，便所，洗面所，作業室，静養

室，訓練室)

(.-2職員利用区域(事務室，倉庫)

ε-3 共用区域(玄関，集会室，食堂)

e-4その他

F.給食

f-1 材料購入，管理(運搬も含む)

f-2 調理

f-3盛付

f-4結成，配膳

i-5食器回収(食堂内)食器洗い，消毒

f-6 献立作成，カロリー計算

f-7 給食事務

f-8 その他

G.保健，衛生

g-1 整髪(散髪)

日一 2 整容(ひげそり，耳そうじ，つめ切り，洗髪)

H-3 ふとん干し

J-4 定期身体検査

官 5服薬介助

g-6消毒(トイ ν，居室，廊下など)

g-7保健，衛生事務

g-8その他

1
2
1
Eー

H.医療

11ー 1 保健，衛生指導

h-2診療，調1fIJ

:，-3診療，銅剣繍助

n-4 材料獲備

;，-5 検温，血圧測定等

't-6 機能訓練

hー 7 医療事務

h-8その他(病人の常時付添など)

1.その他

iー 1 会議，研修

j-2 私用

j-3 休憩

j -4拘束中で自由(待機も含む)

j-5 事務(経理事務等)

j-6その他(電話，来客応接等，調査面接を含む)

B.生活指導

h-1 面接(本人，家族，その他)

h-2 教養学習指導

h-3 娯楽余限利用指導(グループ指導)

b-4 見まわり

h-5 避難訓練

h-6 作業指導

b-7生活指導事務(ケース記録記入を含む)

h-8 その他

C.衣類.寝具等の整備

c-1縫う(手， ~ν Y) 

c-2保管，支給，配達

c-3 その他

備考:病人，事故の発生など特記すべき事あれば記入のこと。

A.介護

a-1衣類交換(起床，就寝時)

a-2 おむつ交換

a-3居室排池(便器用意，衣類着脱，後始末〕

a-4 トイレ介助(後始末)

a-5 トイレ介助監視(体が動き転倒等の防止)

a-6汚物処理(失禁，生理)

a-7 ペット上の洗面介助(水の用意，タオノレ，吸呑盆，洗面，歯

みがき，後始末)

a-8 洗面所の介助(歯みがき，洗面，後始末)

a-9 慎食介助(居室内上下膳，エプロ Y，副食，撹伴，fiIj台用意，

押え物，特定食器の用意，食べさせる，テープノレはき)

a-10 摂食後始末(特定食器，器具類の洗い，整理，テープル床の

掃除)

a-11 車精子移動

aー12歩行介護

a-13 ストレクチャー移動

a-14入浴準備(脱衣室，浴室の清掃，器具用意，水張り)

aー15入浴介護

a-16入浴監視

a-17入浴後始末(洗濯物のまとめ，水抜き，器具の整備，清掃)

a-18体の清賦

a-19 リネン(夜具等)の交換

a-20 私用の代行(日用品の購入，年金の受取り，貯金なと)

a-21 身辺の整理，整頓

a-22整容動作介助(化粧，盤髪，セ，ト介助)

a-23通信介助(代書，リーディシグサービス)

a-24施設外へのつきそい介助(散歩，通院)

a-25間食介助(前後も含む)

a-26 就寝準備(ベット作り，ふとん敷き，戸じまりなど)

a-27体位交換

a-28 日光浴介助

a-29介護引継

a-3日夜間みまわり

a-31 介護事務

a-32その他


